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1. 本誌 は､物性 の研 究 を共 同 で促 進 す るため､研 究 者 が その研究 ･意

見 を自由 に発 表 し討 論､しあい､ また､研究 に関連 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡描

載 内容 は､研 究 論 文 ､研 究会 ･国際 会 議 を どの報 告 ､講 義 ノー ト､

研 究 に開通 した諸 問題 につ いての意 見､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス な どてゝす ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原則 と して審 査 を行 ない ませ

ん｡但 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す る こ とを著 し く不適 当 と認 めた ち

の につ いて は､ 改訂 を求 め､ または掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑誌 に引用す る と きは､著 者 の承 諾 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のペー ジ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さ い ｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立体 "[ "､ イ タ リ ック =_ "､ ゴシ ック "".."､ ギ リシャ文字 "ギり'､

花 文字 ､ 大 文字 ､小 文 字等 を赤 です旨定 して下 さい｡ 又特 に区別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､ I(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カ ケ

ル)､ uとV､千(ダガー)と+ (プ ラス)､4･と少とgrと¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らをい可能性 の あ る長 い数 式 等 は必ず■改行 の際

の切 れ 目 を赤 です旨定 して下 さい｡

6. 図 は その まま印刷 で きるもの (原則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さ い ｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19ctd)以 内 に人 らをい もの､ その まま印

刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て いた だ きます ｡

図 中 の文字 は活字 にいた しませ ん｡ 図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投 稿 後 の原稿 の訂 正 はで きるだ け避 け るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投 稿 の際 に50部 以上 10部 単位 で お申込 み下 さい｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､別刷 を受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に糸内め て下 さい｡ (郵 便切 手 によ る受付 は いた し

ませ ん｡)

9. 原稿締 切 日は毎 月 5日で､原則 と して次 月発 行詰 に掲 載 され ます｡
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昭和57年 10月 18日

昭和 58年度研究計画 ･ア トム型研究員第 1回募集

京都大学基礎物理学研究所

所長 牧 二 郎

昭和 58年度の基研研究計画及びア トム型研究員の第 1回募集を下記の通 り行います｡長期

･短期 ･モレキュール型研究計画の外に,従来の枠にとらわれない新 しい研究計画の応募も歓

迎致します｡

記

1.募集内容 長期 ･モレキュール型研究計画にっいては昭和 58年 4月から昭和59年 3月

までに実施の提案｡短期研究計画にっいては昭和 58年 4月から同年9月末ま

でに実施の提案｡ア トム型研究員にっいては昭和 58年 4月から同年9月末ま

での間の計画｡それぞれ内容は別紙参照 (必要な場合には基研共同利用事務

室-お問い合せ下さい｡)

2.締 切 昭和57年 12月 15日(水)(必着 )

3.宛 先 京都市左京区北白川追分町 (〒606)

京都大学基礎物理学研究所

共同利用事務室

電話 075(751)2111(代)(内線)7008

4. 応募の際はA4判の｢青焼き｣コピーが容易なように薄手の用紙に黒のボールペン又は黒イン

クで御記入の上,封筒の表に研究計画又はアトム型研究員応募と明記してお送 り下さい0

5.基礎物理学研究所研究部員会議及び運営委員会 (昭和58年 1月末頃の予定 )で審議決定し

ます｡
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封 紙

A 研究計画

長期研究計画

(あるテーマについて数か月から/年にわたって連絡を

とりつつ研究を行 うもので､普通年 /～ 2 回研究会を行

っている｡但し内容によっては､ /年以上にわたる研究

計画を提案することもできる｡ )

短期研究計画

(あるテーマについて数 日間研究会を行 う｡ )

モレキュール塑研究計画

(数人が随時連絡をとりつつ研究する｡ )

イ )研究テーマとその内容

応募書類はあらかじめ研究部員に配っておき､研究部員

会議で充分討議致しますので､主旨及び問題点を具体的

に番いて下さい｡

ロ)世話人及び提案説明者

世話人として主な研究計画立案者を二人以上あげ､その

中の一人を連絡責任者として指定して下さい｡基研研究

部員会議で提案の説明をしていただきますので提案説明

者を決めて下さい｡基研研究部員が参加者にいる場合は

なるべ く研究部員が提案説明にあたって下さい｡

ハ )研究会及びその他の会合の開催希望時期及び日数

ニ)研究会及びその他の会合に参加する研究者の予定数および

その地域分布 (この頃については第8 /回研究部員会読議

事蘇 (/98J年 7月 )占貢l研究計画の研究会旅費算定

方法について 'をご覧下さい● )

ホ)校費の必要額 (項日射に明記して下さいe )

B ア~トム遡研究員
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がある期間､当研究所に滞在して研究を続けていただくも

のです｡

但し､特別の事情がある場合には当研究所以外を研究場所

とする計画も認めております｡これについての詳細は第

5ゲ回研究部員会議議事録 (/97/年 //月 )22頁､

'地方大学の研究条件の改善について "をごらん下さい｡

イ )所属 ･身分及び連絡先

ロ)研究テーマとその内容

計画の内容､応募の目的をなるべ く具体的に御記入下さ

い｡他の研究計画と関連させて申し込まれる場合は､そ

の旨明記して下さい｡

ハ )滞在希望時期及び期間

滞在期間は(A)/か月程度 (場合によっては2週間程度で

もよい｡ )又は(B)2- 3か月程度 (年間 ゲ～ ∫人 )の2

種類 とします｡応募の際は A又は zlのどちらの種類を希

望するかを明記して下さい｡応募者が一時期に集中し､

基研の収容能力をこえる場合は､一部時期の変更をお願

いすることもあります｡ (昭和∫占年度の利用者は滞在･

/か月 ′7人､3週間3人､2週間 /人､ /週間 (出張

型 )/人でした｡ )

新しい塾の研究計画

従来の研究計画の枠にとらわれない計画も歓迎しておりま

す｡
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/982年 /0月 /8日

第7回京都サマー･インスティチュート(ⅩSエノ8年)

の 企 画 募 集

京都大学基礎物理学研究所

基礎物理学研究所では､/97才年より例年､夏の学校とワーク｡ショップ

の性格をもち､国外からの参加者も含めた京都サ壱- ｡インスティチュート

(KSL)を開催してきておりますが.･1/9g/年KS=からは広く企画を募

集することといたしましたOつきましては､提案をお持ちの方は積極的に徹意

見をお知らせください ｡ 次回研究部員会議(/983年/月末頃の予定 )にお

いて討議の上､適当な案をとりまとめ､.実施したいと考えております｡

記

/. 提案締切 : /9cc2年/cZ月/5日(水)(必着)

2.宛 先 ･ 京都市左京区北白川追分町 (苧占0占)

京都大学基礎物理学研究所 共同利周事務室

(TEL)07∫-75/-C2/// 内縁7008

3. Aゲ判の ｢青焼き｣コピーが容易なように薄手の周紙に黒字でお書きの上､

封筒の表に ｢KS工企画提案｣と明記してお送りください｡

/,i. 御意見 ･御提案はなるべく下記の点についてお重きくださいJ

a)テーマとその内容 (なるべく具体的に｡ )

b )実施時期および日数

C)参加者の対象と規模

d)招待したい研究者ないし講師(国内｡国外を問わない｡ )

o)同時期に他の研究機関で開催が計画されている関連分野の企画(小規模

国際研究集会､国際会議等を含む)との関係

f)本KS工を実施する場合の組織(組織委員会､実行委員会等 )の構成

(人名についての提案を含む｡ )
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g)その他の御意見

参 考

開 催 時 期 テ マ 参加者数 講 師 数
国内 国外 国内 国外

′97g年9月 ′日～ particlephysicsand 人/29 A _.30 人2 人′′
∫日 AcceleratorproコeCtS

′979年9月♂日.- Physicsof 占9 ′∫ 2 ∫_
/C2日 Low-Dip.9_enSionalSystems

/PgO*9月♂日′-′′日 AmOrphOJSSerL,iconductors /占Zi 3占 3 /0

/93/年占月.29日～7月3日 GrandLTnifiedT,hC.つlries /23 ′♂ 2 ♂

/98.2年7月′2日-で′占日 M_i_croscoplCTheoriesofNuclearC011ect土VeMotions ♂7 29 7 ′7

/983*9月′2日～ ChaosandStatistical - gO

なお､これまでの経過については､研究部員会議議事録 (/977年占月 ･

第7/回以来 )を御覧ください｡

/97♂年の記録は参加者､関係分野の研究室等､/979年～ /9才/年

の記録は参加者にお届けしてあります｡ /982年の記録は近く刊行される予

定です｡
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基 研 研 究 部 員 会 議 議 題 募 集

来 る 昭 和 5 8 年 / 月 2 0 日 (木 )､

2 / 日 (金 )に 基 研 の 研 究 部 員 会 麓 が

行 わ れ る 予 定 で す の で ､ 議 題 が ご ざ い

ま し た ら 提 案 趣 旨 と と も に 昭 和 ∫ 7 年

/ 2 月 / 5 日 (水 )必 着 で 下 記 にーお 申

し 込 み 下 さ い ｡

苧 占0占

京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所

研究部員会議議長団
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掲示板

公 募 通 知

基研研究員 を下記によ り募集いた しますので､関係者各位に周

知方 よろ しくお取 り計 らい願い ます｡

なお､ ご参考 までに基研研究員制度内規等 を添付いた します●

昭和 57年 /0月 /8日

京都大学基礎物理学研究所長

牧 二 郎

記

′ 応募資格 当研究所において研究に従事する ことのできる

者で､採用時に博士の学位 を取得 している者ま

たは博士課程 に 3年以上在学 した者であって､

かつ､常勤的な職についていない者 (博士課程

に在学中の場合は採用時に退学 していただきま

す｡ )

2. 採用人員 3 名

3. 採用期間 昭和 ∫8年 年月 /日よ り/ケ年間 とするが､場

合に より/ヶ年に限 り更新する ことができる●

V･ 待 遇 日本学術振興会奨励研究員制度に よる奨励金 串

同額以内を支給する,

ただ し､湯川記念財団奨学生 に採用 された場

合は､湯川奨学金 と合わせて同奨励金 と同額が

支給されるo

5. 公募締切 昭和 57年 ′2月 /5日(求 )必着

占. 選 考 昭和 58年 /月未開催 の基礎物理学研究所運営
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委員会において決定し､本人に通知する｡

?. 応募書類 ィ､申込書 (射統様式による )

ロ､履歴書

ハ､発表論文 リス ト(共著論文の場合は共著者

名を明記すること｡ )

こ､主な論文別刷

ホ､研究計画 (なるべ く具体的に記すこと)

以上各2部

&. 宛 先 苧 占0占 京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所長

牧 二 郎

追 記 ′ 湯川記念財団奨学生に応募する者は､上記

応募書類のうちロ.-ホは不必要です｡

1 基研研究員応募と朱毒のこと.

3. 応募書類はお返 しいたしません｡

4F. 詳細は基礎物理学研究所共同利用事務室に

問い合わせのこと｡

電話075(75/)2///(代)(内線)7008

- 502-



掲示板

基 研 研 究 員 制 度 内 規

第 1粂 基礎物理学研究所に若干名の基研研究員 (以下 ｢研究員｣

とい う｡ )を採用する｡

研究員に採用される者は､博士の学位を取得 した者または博小'"I

士課程に3年以上在学 した者で､かつ､常勤的な職についてい

ない者 とする｡ ただ し､採用期間中は博士課程に在学すること

はできない｡

第 2条 研究員は､基礎物理学研究所において研究に従事するも

のとする｡

第 3粂 研究員の任期は /ヶ年 とする｡ただ し､場合によりその

任期を /ケ年以内に限 り更新することができる｡

第4条 研東員には､ 日本学術振興会奨励研究員制度に よる奨励

金 と同額以内の給与を支給する｡

第 5条 採用は公募に よるもの とし､候補者の選考は基礎物理学

研究所運営委員会において行 う｡

第 6条 本内規の運用につき必要な事項は基礎物理学研究所協議

員会において定める｡

附 則

この内規は暗和 55年 /2月 8日協議員会において制定
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基 研 研 究 員 制 度 の 運 用 に つ い て

昭和∫5年/2月8日協議員会決定

昭和Sd年/0月/2日一部改正

本制度は当分の間､下記のとお り運用する｡

記

/. 研究員の総数は､毎年度約 3名とする｡

2. 本研究員に採用された者は､原則 として湯川記念財団奨学

生の候補に推せんされるものとし､同奨学生に採用された場

合は､湯川奨学金 と合わせて日本学術振興会奨励研究員制度

による奨励金 と同数が支給される｡

3. 研究員任期の更新 (/年以内 )については､各年度後半の

適当な時期に､個々の研究員について審査のうえ､本人に通

知する｡

V. 欠員を生 じた場合は､年度途中において公募を行 うことが

できる｡
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昭和∫7年 /0月 /9日

基礎物理学関係各研究所長殿

各大学物理学教室 主 任 殿

財団法人 湯川記念財団

理 事長 湯 浅 佑 -

湯 川記念 財団奨学生募集について

このたび､下記 要項UCよ り昭和 59年度奨学生を募集することにな

りましたので､貴部 内関係者に周知方 よろ しくお患 い します｡

なお昭和 ∫占年度 よ り､当奨学 生は原則 として基研研究員 (別添同

寺

研究員内戦参照 )と して採用 され､本財団奨学金 と合わせて 日本学術

振興一会奨励研究員 と同額程度の月額が支給 される予定 と7tつてお りま

すo

記

奨 学 生 募 集 要 項

′ 応 募 資 格

大学院博士課程修了者及び昭和 58年修了予定の理論物理学研究

者 (この奨学金 は大学院博士課程修了者に､その研究 の完成 を援助

する目的を もって重点的に交付 されるV,わゆる Post Doc七〇

一rial Fellowshipとして支給 されるものである )

1 支 給 月 額

月 額 ゲ0,000円

支給期間は /年間 を原則 とするが､場合に 19/年延長することが ある0
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3. 研 究 場 所

基礎物理学研究所におV}て研究することを原則とするo

V. 募 集 人 員

3 名 (内訳は大体素粒子論2名､物性論 /名､中間の領域につい

ては適宜窪める )

5. 応 募 書 類

(1) 申 込 書 (別紙瀬式に上る )

(3) 発表論文 リス ト

共著論文の共著者名を明記すること

(S) 主な論文の別刷

(4) 研究計画 (7tるべ く具体的に記すこと )

各2部

以上を 昭和57年/2月/5日(求) までVC･干占0占京都市左京区北白川小

倉町 50の2127湯川記念財団あて送付 すること.他に奨学金その他の揮 人

のある場合は必ず書 き添えること｡

占. 審 査

審査は基礎物理学研究所運営委員会に依頼する｡

昭和57年 /0月

財 団 法 人 湯 川 記 念 財 団

-506-



掲示板

湯 川 記 念 財 団奨 学 生 申 込 書

(別紙様式 )

こ の た び ､ 別紙 関 係 書 類 を 添 え て 貴 財 団 奨 学 生 rjC応 募 し ま

す か ら●よ ろ し くお 蘇 tp L ます.

昭 和 年 月 日

本 等

現 住 所 (現住所は大学の研究室等てな く､現実に

居住 している場所を郵便物が届 くように詳

細に書 くこと )

(〒 )

氏 名 印

昭 和 年 月 日生

財 団 法 人 湯 川 記 念 財 団

理 事 長 湯 浅 佑 - 寮
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略 歴

年 月

高等学校 昭和 年 月 高等学校 課程卒業

大学 昭和 年 月 大学 学部入学
昭和 年 月 大学 学部 学科卒業

大学院 昭和 年 月

大学大学院 研究科入学

専攻科 目 (具体的に )昭和 年 月博士課程修了 ;見込

-508-



物性研究 38-6(1982-9)

編 集 後 記

まるでまた梅雨に入ったような,むし暑い雨の日が続きます｡この4月から京都に移って来

られたK.Y.氏に,tt京都の夏は毎年こんな風ですか?''ときかれました｡むし暑いことで有

名な京都の夏ですが,やはり今年は特別のようです｡

毎月 1冊の tt物性研究''を出すというささやかな仕事でも,やってみると雑誌の編集から刊

行まで,質的に違ったいろいろなことがあります｡そのあたりを整理し,編集 と刊行に仕事を分

けてそれぞれ責任をもっ人をおくことにしました｡前任の編集長S.H.氏からショート リリー

フした私ですが,次の号からは編集の分はK.Y.氏にお願いし, もっぱら刊行の仕事にまわる

ことにしました｡なんとか刊行の遅れをなくすることが,刊行責任者の当面の課題です｡

これを書きはじめたときは暗 くくもっていた空から,書いている間に強い夕立が降りはじめ

ました｡甲子園の決勝戦はこの雨にたたられずに,無事終ったでしょうか｡夏休みも間もなく

終 ります｡9月に入るとまず,ICM.サテライ トの会議報告を t-物性研究"に載せたいのです

が,さて誰に執筆をお願いしたものか--- ｡
(1982.8.20.Y.N.)

物 性 研 究 第58巻 第6号 (昭和57年9月号) 1982年9月20日発行

発行人 長 岡 洋 介 〒606 京都市左京区北 白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所 〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側
TEL (075)721-4541.-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北 白川追 分町
京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

年額 13,200円
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物 性 研 究 第58巻 第6号 (昭和57年9月号) 1982年9月20日発行

発行人 長 岡 洋 介 〒606 京都市左京区北 白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所 〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側
TEL (075)721-4541.-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北 白川追 分町
京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

年額 13,200円
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会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます｡ した が って､ 3月末 ま

で にな るべ く 1年 間分会 費 を御 支て払い下 さい｡

をお新規 入会 お申込 みの場 合 は下 記 の会 費以外 に入合 金 と し

て､100円 お支'払 い下 さい ｡

1年 間 の会 費

1stvolume (4月号 ～ 9月号) 3,000円

2nd volume (10月号 - 3月号) 3,000円

計 6,000円

(1年 分 ま とめ て お支払 いが困難 の 向 きは 1volume 分 ず十っで ち

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く按 替 用紙 を御 利 用 の上 御納 入 下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現金 書留 は御遠 慮 下 さい)

をお通信欄 に送金 内容 を必 ず 明記 して下 さい｡

雑 誌購 読 者 以外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､必 ず会 員 杏

人 の名 前 を明記 して下 さい ｡

3. 送本 中止 の場 合 :次 の V｡lumeよ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と して は､正 当 を理 由 を く 2

vols.以上 の会 費 を滞納 された場 合 には､送 本 を停 止 す るこ とにを

って い ます の ても御留 意 下 さい｡

5. 一括 送 本 を受 け る場 合 :個 人宛 送本 中 に大 学等 で一括 配布 を受 け

る様 に を った場 合 は､ 必 ず ｢個 人宛 送 本 中止 ､一括 配布 希望 ｣ の過

知 を して下 さい ｡ 逆 の場 合 も同様 です｡

6. 送本 先 変更 の場 合 :住 所､ 勤 務 先 の変更 等 によ り送 本先 が変 った

場 合 は､必 ず送本 先 変更 届 を提 出 して下 さい ｡

学校 ､研 究 所 等機 関会 員

1. 会 費 :学校 ･研 究 所･等 で の入会 及 び個 人 で あ って も公費払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,100円 ､ 1Vol.6,600円 ､

年 間 13,200円 です｡ この場 合 ､入会 金 は不用 です｡ 学校 ､研 究 所 の

会 費 の支払 いは後 払 いで も結構 です｡ 入会 申込 み を され る時 ､支孤

い に請 求 ､見積 ､納 品書が各何 通 必要 か をお知 らせ 下 さい ｡

をお､ 当会 の請 求 書類 で は支払 いがで きをい様 で した ら､貴 校 ､

貴 研究 機 関 の請 求 書類 を送付 して下 さい ｡

2. 送 本 中止 の場 合 :発行途 上 にあ る V｡Iumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん ｡ 退 会 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会･届 ｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌未 着 の 場 合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい ｡

物 性 研 究刊 行会

〒606京都 市左 京 区北 白川追 分 町 京 都 大 学湯 川記念館 内

℡ (075)751-2111内線7051 (075)722-3540(直 通)
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